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『
作
法
集
』
所
収
『
引
導
作
法
』
の
基
礎

山

本

隆

信

は
じ
め
に　

真
言
宗
に
お
け
る
引
導
法

　

日
本
仏
教
は
し
ば
し
ば
葬
式
仏
教
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い
つ
か
ら
葬
儀
が
仏
式
で
一
般
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

史
料
が
少
な
い
た
め
に
あ
ま
り
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
先
行
研
究（
１
）に

よ
れ
ば
、
一
般
人
が
葬
儀
を
仏
式
で
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
担
い
手
は
、
真
言
律
、
浄
土
、
禅
の
遁
世
僧
・
念
仏
僧
た
ち
か
ら
興
っ
た
も
の
で
あ

る
ら
し
い
。
そ
れ
以
前
に
平
安
期
か
ら
中
世
初
期
に
か
け
て
、
真
言
僧
は
天
皇
家
・
貴
族
の
葬
儀
を
主
と
し
て
行
な
っ
て
い
た
が
、

祈
祷
・
修
行
・
神
事
に
際
し
て
死
穢
を
忌
避
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
葬
式
に
対
し
て
否
定
的
、
曖
昧
な
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
っ

た
と
さ
れ
る
。
真
言
僧
が
一
般
の
檀
家
の
た
め
に
葬
式
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

引
導
法
の
資
料
と
し
て
は
、
空
海
御
作
と
伝
わ
る
引
導
法
が
あ
る
が
「
後
世
の
偽
作
」（
２
）と
さ
れ
、
覚
鑁
撰
述
と
さ
れ
る
引
導
法
も
、

後
述
す
る
よ
う
に
資
料
の
正
当
性
は
確
証
で
き
な
い
。
成
賢
（
一
一
六
二

一
二
三
一
）
の
『
作
法
集
』
に
は
『
葬
法
』
と
『
亡
者
曳
覆
書
様
』
の
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二
帖
が
あ
り
、
と
も
に
仁
海
記
と
伝
え
る
の
で
、
真
言
宗
で
は
小
野
の
仁
海
（
九
五
一　

一
〇
四
六
）
の
頃
か
ら
葬
法
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
さ
れ
る
が（
３
）、

実
際
に
現
在
の
真
言
宗
で
広
く
流
布
し
て
い
る
引
導
法
は
「
野
沢
の
法
流
に
は
相
伝
さ
れ
て
い
な
い
」
（
４
）

も
の
で
あ
り
、

資
料
と
し
て
は
ほ
ぼ
近
世
の
も
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
近
世
に
引
導
法
の
資
料
が
成
立
し
た
の
か
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
、
仏
教
各
宗
は
幕
府
の
宗
教
統
制
政
策
を
受
け
て
、

檀
家
制
度
・
寺
請
制
度
・
本
末
制
度
を
整
備
し
て
い
っ
た
。
日
本
人
の
宗
教
が
仏
教
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
に
伴
い
、
寺
院
で
は
現

在
の
戸
籍
に
当
た
る
宗
門
人
別
帳
が
作
成
さ
れ
、
葬
儀
・
法
要
は
仏
式
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
化
し
、
各
家
に
は
仏
壇
が
置
か

れ
、
法
要
の
際
に
は
僧
侶
を
招
く
と
い
う
慣
習
が
広
ま
っ
た
。
江
戸
時
代
に
庶
民
の
葬
儀
は
華
美
に
行
な
わ
れ
、
た
び
た
び
江
戸
幕

府
は
庶
民
の
葬
礼
・
仏
事
等
を
質
素
に
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る（
５
）。
寺
院
は
、
檀
信
徒
か
ら
の
社
会
的
要
請
と
し
て
葬
儀
の
執
行

者
た
る
べ
く
期
待
さ
れ
た
。
真
言
僧
の
方
も
、
檀
信
徒
の
葬
儀
に
際
し
て
引
導
と
い
う
役
割
を
担
う
う
え
で
、
真
言
宗
に
お
け
る
引

導
法
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
新
し
い
問
題
に
直
面
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
引
導
法
の
典
拠
が
所
依
の
聖
典

に
見
出
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
温
故
知
新
の
精
神
を
発
揮
し
て
、
諸
種
の
聖
教
・
作
法
・
儀
軌
・
次
第
等
を
参
照
し
て
引
導
法
を
編

集
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
各
宗
派
の
引
導
法
は
江
戸
中
期
以
降
に
成
立
し
て
い
っ
た（
６
）。
引
導
法
に
は
近
世
の
先
徳

た
ち
の
創
意
工
夫
と
意
匠
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

智
山
伝
法
院
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
（
二
〇
一
五
）
よ
り
『
作
法
集
』
研
究
会
を
行
な
っ
て
い
る
。
研
究
会
の
目
的
と
経
緯
、

お
よ
び
現
行
『
作
法
集
』（
以
下
『
作
法
集
』）
の
成
立
に
つ
い
て
は
小
宮
俊
海
［
二
〇
一
七
］
論
文
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち

ら
を
参
照
さ
れ
た
い（
７
）。
本
研
究
会
の
成
果
は
『
智
山
伝
法
院
選
書
』
第
十
八
号
と
し
て
発
刊
予
定
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
『
作
法

集
』
所
収
『
引
導
作
法
』（
以
下
『
引
導
作
法
』）
（
８
）

の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
真
言
宗
に
お
け
る
引
導
法
の
成
立
と
比
較
、『
引
導
作
法
』

所
収
の
経
文
・
印
明
の
出
典
か
ら
う
か
が
え
る
基
盤
思
想
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
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『
引
導
作
法
』
の
成
立

　

現
行
の
『
引
導
作
法
』
は
、
智
山
第
十
四
世
智
興
（
一
六
六
一

一
七
二
八
）（
９
）か
ら
第
十
五
世
亮
範
（
一
六
七
〇

一
七
三
九
）
へ
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
歴

史
的
に
は
江
戸
時
代
中
期
・
十
八
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
文
献
で
あ
る
。
事
相
聖
教
類
の
な
か
で
も
成
立
的
に
は
新
し
い
も
の
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
代
ま
で
は
範
と
す
べ
き
引
導
法
が
智
山
に
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
な
ぜ
智
興
に
よ
っ
て
お

墨
付
き
を
得
ら
れ
た
『
引
導
作
法
』
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
を
類
推
す
れ
ば
、
こ
の
頃
に

は
本
末
関
係
が
確
立
し
、
地
方
談
林
が
整
備
さ
れ
て
自
立
し
た
活
動
が
可
能
に
な
り
、
末
寺
は
総
本
山
の
権
威
を
望
み
つ
つ
も
、
地

方
に
お
け
る
寺
院
活
動
を
優
先
し
て
、
総
本
山
に
お
け
る
役
務
を
金
納
に
よ
っ
て
代
替
す
る
と
い
う
常
態
が
生
じ
て
い
た（

（（
（

。
地
方
末

寺
は
総
本
山
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
引
導
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
信
と
権
威
を
も
っ
て
葬
儀
を
営
む
こ
と
が
で
き
、
総
本
山

は
地
方
末
寺
に
権
威
を
付
与
し
て
、
末
寺
に
自
由
で
柔
軟
な
活
動
を
条
件
付
き
で
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
末
寺
か
ら
財
を
得
て

い
る
。
中
央
と
地
方
の
互
酬
関
係
が
出
来
し
、
宗
派
全
体
が
隆
盛
し
て
い
っ
た
時
代
に
『
引
導
作
法
』
は
成
立
し
て
い
る
。

　

智
山
に
お
け
る
引
導
法
に
関
し
て
、
高
井
観
海
（
一
八
八
五

一
九
五
三
）『
密
教
事
相
大
系
』（

（（
（

は
、
三
種
の
引
導
法
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
を
加

え
て
い
る
。
覚
鑁
（
一
〇
九
五

一
一
四
三
）「
引
導
大
事
（
引
導
秘
法
）」（

（（
（

、
動
潮
（
一
七
〇
九

一
七
九
五
）「
秘
密
引
導
作
法
（
引
導
略
作
法
）」（

（（
（

、『
引
導
作
法
』

の
三
種
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
師
資
相
承
に
よ
っ
て
瑜
伽
教
如
（
一
八
四
七

一
九
二
八
）
か
ら
高
井
観
海
へ
と
付
法
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
智
山
に

お
け
る
引
導
法
の
基
準
と
な
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
引
導
法
は
お
の
お
の
所
伝
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
智
山
書
庫
に
は
、

各
種
の
引
導
法
が
残
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
様
々
な
所
伝
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
智
山
で
重
視
さ
れ
る
隆
誉
（
一
六
五
三

一
七
一
一
）

輯
『
諸
大
事
十
結
』（
以
下
『
十
結
』）
第
九
結
に
各
種
の
引
導
法
を
収
め
る（

（（
（

。『
十
結
』
に
は
自
ら
注
釈
を
施
し
た
『
諸
大
事
口
決
』

二
巻
が
あ
る
。
お
よ
そ
上
記
の
文
献
群
を
智
山
に
お
け
る
引
導
法
の
資
料
と
し
て
扱
う
。
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『
作
法
集
』
で
は
『
引
導
作
法
』
と
『
秘
密
引
導
作
法
』
の
二
種
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
広
略
の
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
、

伴
僧
・
助
衆
の
有
無
に
よ
り
使
い
分
け
る
の
が
一
般
的
と
さ
れ
る
。『
秘
密
引
導
作
法
』
は
略
作
法
で
あ
る
が
、
動
潮
が
宝
暦
七
年
（
一

七
五
七
）
に
醍
醐
寺
で
洞
泉
律
師
性
善
（
一
六
七
六

一
七
六
三
）
か
ら
授
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
葬
儀
で
は
多
く
用
い
ら
れ
る
。
智
山
派

に
お
け
る
事
相
法
流
が
動
潮
の
相
承
系
譜
を
主
流
と
し
な
が
ら
も
、
引
導
法
に
関
し
て
は
傍
流
の
隆
誉
の
所
伝
を
尊
び
、
さ
ら
に
高

野
山
の
引
導
法
が
三
宝
院
流
に
属
す
る
た
め
に
、
そ
れ
を
も
参
照
す
る
と
い
う
混
み
入
っ
た
状
況
が
あ
る
。
引
導
法
に
関
し
て
は
複

線
的
な
相
承
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
所
伝
を
任
意
に
取
捨
選
択
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
真
言
宗
に
お
け
る
引
導
法
は
す
べ
て
即
身
成
仏
を
基
調
と
し
て
お
り
、
亡
者
を
加
持
し
て
秘
印
明
を
授
け
て
成

仏
さ
せ
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
い
る
か
ら
、
本
論
文
で
は
法
流
や
所
伝
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
そ
の
意
を
取
っ
て
所
説
の
内
容
に
焦
点

を
当
て
て
総
体
的
に
論
じ
て
み
た
い
。

古
義
・
豊
山
・
智
山
の
引
導
法
の
比
較

　

古
義
・
豊
山
・
智
山
の
引
導
法
は
、
亡
者
に
灌
頂
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特

色
が
あ
る
。
以
下
に
各
々
の
引
導
法
の
概
要
を
述
べ
て
、
そ
の
項
目
を
対
照
し
て
み
た
い（

（（
（

。

　

古
義
の
引
導
法
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
隆
彦
［
二
〇
一
五
］
に
諸
流
派
の
引
導
法
と
、
従
来
の
研
究
史
が
批
判
的
に
網
羅
さ
れ
て
い

る
。
高
野
山
真
言
宗
で
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
引
導
法
は
、『
二
巻
書
』
下
巻
収
録
の
『
引
導
略
作
法
』
で
あ
る（

（（
（

。
こ
れ
は
江
戸
初
期
・

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
ま
で
に
成
立
し
た
も
の
と
さ
れ
、
全
文
が
『
福
田
殖
種
纂
要
』（

（（
（

に
引
用
さ
れ
る
。
内
容
は
智
山
・
豊
山
に

伝
わ
る
引
導
法
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
葬
儀
作
法
と
野
辺
作
法
の
二
段
構
え
で
、
野
辺
作
法
に
お
い
て
亡
者
に
灌
頂
・
血
脈

を
授
け
て
い
る
。
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豊
山
派
で
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
引
導
法
は
、
覚
鑁
『
引
導
次
第
』（

（（
（

に
依
拠
し
て
い
る
。
覚
鑁
作
と
さ
れ
る
が
、
資
料
の
正
当
性

は
確
証
し
が
た
い（

（（
（

。
現
在
の
引
導
法
は
、
大
正
十
三
年
に
真
言
宗
豊
山
派
が
発
行
し
た
『
作
法
集
』
に
所
収
さ
れ
る（

（（
（

。
豊
山
派
の
『
作

法
集
』
は
、
智
山
派
の
『
作
法
集
』（
昭
和
三
十
一
年
初
版
）
に
先
駆
け
て
か
な
り
早
く
編
纂
さ
れ
、
近
代
に
な
っ
て
大
伝
法
院
流

が
豊
山
派
の
根
本
法
流
と
し
て
定
め
ら
れ
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
豊
山
派
の
引
導
法
は
、
高
野
山
・
智
山
と
比
べ
る
と
項
目

が
少
な
く
、
か
な
り
シ
ン
プ
ル
な
内
容
で
あ
る
。
授
戒
・
戒
名
・
灌
頂
・
印
可
・
血
脈
授
与
と
い
う
次
第
の
流
れ
は
、
得
度
・
伝
法

灌
頂
の
構
成
を
枠
組
と
し
て
い
る
。

　

智
山
派
の
『
引
導
作
法
』
は
一
座
行
法
の
次
第
と
い
う
体
裁
を
と
る
。
道
場
を
浄
め
た
後
、
亡
者
に
授
戒
・
秘
印
明
・
灌
頂
・
血

脈
を
授
け
て
、
大
日
如
来
よ
り
連
綿
と
続
く
法
脈
を
証
明
し
、
さ
ら
に
念
入
り
に
亡
者
を
阿
弥
陀
・
地
蔵
・
不
動
・
滅
悪
趣
尊
等
の

諸
尊
に
帰
依
さ
せ
て
、
悟
り
の
世
界
に
帰
入
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
古
義
・
豊
山
・
智
山
の
三
者
を
対
照
し
て
み
よ
う
。

高
野
山
『
二
巻
書
』『
引
導
略
作
法
』

豊
山
『
作
法
集
』『
引
導
作
法
』
智
山
『
作
法
集
』『
引
導
作
法
』

〔
引
導
略
作
法
〕

〔
野
辺
作
法
〕

①
至
霊
前
取
香
呂

②
登
礼
盤

①
焼
香

③
焼
香

④
塗
香

①
三
密
観

㉜
護
身
法

②
護
身
法

⑤
護
身
法

②
浄
三
業
・
三
部
・
被
甲
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③
加
持
香
水

㉝
加
持
香
水

③
加
持
香
水
・
灑
水

⑥
灑
浄

⑦
結
界
・
不
動
三
種
印
明

　
　
　

・
降
三
世

④
授
戒
・
唱
戒
名

⑩
授
五
戒
（
或
八
戒
十
戒
）

⑧
懺
悔
文

⑤
浄
土
変
（
三
帰
依
）
真
言

⑨
三
帰

④
授
菩
提
心
戒
印
明

㉟
授
菩
提
心
戒

⑥
発
菩
提
心
真
言

⑱
発
菩
提
心
印

⑤
普
賢
三
昧
耶
印

㊱
授
三
昧
耶
戒

⑦
三
昧
耶
戒
真
言

㉞
破
地
獄
印
明

⑧
破
地
獄
印
言

⑨
仏
眼
仏
母
印
言

⑩
灌
頂

⑪
持
戒
清
浄
大
事

⑫
住
法
界
定
印

⑬
大
金
剛
輪
印
明

㊶
授
六
大
之
印
明

⑬
六
大
印
言

⑭
亡
者
五
大
加
持

㊳�

大
師
御
引
導
大
事
・
智
拳

印

⑮
頌
文
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同
印　

五
字
明

⑫
普
利
衆
生
印
言

⑯
同
印　

五
字
明

⑰
金
剛
合
掌

⑪
授
五
鈷
杵

⑲
授
五
鈷

㊲
授
潅
頂
印
明

　

初
重

⑭
印
可
・
入
仏
三
昧
耶
印
言

⑳�

秘
印
明
・
金
剛
界
普
賢
三

昧
耶
印

　
　
　

・
普
賢
三
昧
耶
印

　

・
胎
蔵
界
入
仏
三
昧
耶
印

⑮�

両
部
印
言
・
胎　

外
縛
五

股
印

㉑�

伝
法
灌
頂
秘
印
・
金
剛
界

大
率
都
婆
印

　

・
金　

無
所
不
至
印

　

・
胎
蔵
界
外
五
鈷
印

㉒
阿
闍
梨
位
印

　

二
重

㉓
第
二
重
秘
印
明

　

三
重

㉔
第
三
重
秘
印
明

㉕
瑜
祇
秘
印
明

⑯
即
身
成
仏
秘
文

㊴
仏
眼
印
明

㊵
金
剛
合
掌
血
脈
相
承

⑰
血
脈
授
与

㉖
授
血
脈

㊷
諷
誦
用
意
可
読
也

㊻
阿
弥
陀
大
呪

㉗
弥
陀
印
明
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㉛
六
地
蔵
惣
印

㉘
地
蔵
尊
印
明

㉙
不
動
印

㉚
滅
悪
趣
尊
印
明

㉛
如
来
拳
印

⑥
外
五
鈷
印

⑦
弥
陀
来
迎
印

⑧
三
尊
来
迎
印
（
光
明
真
言
）

⑨
同
来
迎
印
（
光
明
真
言
）

㊾
光
明
真
言
、
㊿
祈
願
等
、

�
最
極
秘
印
等

㉜
光
明
真
言

⑩
六
地
蔵
総
印

⑪
不
動
四
大
明
王
印

⑫
三
身
如
来
説
法
印

⑬
開
塔
印
（
販
麿
刻
民
允
）

⑭
開
塔
印
（
亜
氾
漸
麿
沖
）

⑮�

普
賢
三
昧
耶
印
（
亜
漸
升

干
治
）

⑯
不
動
潅
頂
印

⑰
法
身
印
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⑱
報
身
印

⑲
応
身
印

⑳
不
動
六
道
印

㉑
色
法
成
仏
印

㉒
心
法
成
仏
印

㉓
色
身
不
二
成
仏
印

㉝
撥
遣

⑱
焼
香

⑲
廻
向

㉞
三
部
被
甲
等

㉟
下
礼
盤

㉔
三
礼

㉕
表
白

㉖
神
分

㉗
仏
名

㉘
教
化
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㉙
読
経
、
㉚
列
次
第
等

㊸
読
経
、
㊹
理
趣
経
、
㊺
尊

勝
陀
羅
尼
、
㊼
讃
廻
向
、
㊽

九
條
錫
杖

㉜
六
観
音
惣
印

　

右
記
の
引
導
法
・
全
七
十
一
項
目
中
の
シ
ン
ク
ロ
率
は
低
く
、
高
野
山
の
引
導
法
が
豊
山
・
智
山
と
共
通
す
る
項
目
は
わ
ず
か
に

五
項
目
で
あ
る
（
た
だ
し
野
辺
作
法
ま
で
含
め
れ
ば
、
菩
提
心
戒
・
三
昧
耶
戒
・
六
大
印
明
・
灌
頂
印
明
・
大
師
御
引
導
大
事
（
智

拳
印
）・
血
脈
等
の
重
要
な
印
明
・
作
法
が
共
通
す
る
）。
豊
山
の
共
通
項
目
は
十
六
項
目
、
智
山
の
共
通
項
目
は
十
九
項
目
で
あ
り
、

豊
山
と
智
山
の
親
近
性
が
比
較
的
に
高
い
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
共
通
す
る
パ
タ
ー
ン
に
は
、
高
野
山
と
豊
山
、
高
野
山
と

智
山
、
豊
山
と
智
山
、
三
者
す
べ
て
に
共
通
す
る
と
い
う
四
通
り
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
都
合
二
十
一
項
目
で
あ
る
。
三
者
す
べ
て

に
共
通
す
る
項
目
が
、
真
言
宗
の
引
導
法
に
お
い
て
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
護
身
法
・
加
持
香
水
・

発
菩
提
心
戒
・
六
大
印
明
・
五
字
明
・
灌
頂
秘
印
明
・
血
脈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
真
言
宗
の
引
導
法
の
骨
子
は
、
得
度
・
灌
頂
儀
礼

に
用
い
ら
れ
る
各
種
の
印
明
・
事
作
法
を
中
心
に
収
集
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
智
山
の
引
導
法
は
、
三
者
に
共

通
す
る
基
本
的
な
事
作
法
に
加
え
て
、
滅
罪
・
往
生
に
縁
の
深
い
本
尊
で
あ
る
阿
弥
陀
・
地
蔵
・
不
動
・
滅
悪
趣
尊
等
の
印
明
に
よ

っ
て
、
念
入
り
に
亡
者
の
引
導
を
祈
念
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
真
言
宗
の
引
導
法
は
、
亡
者
に
灌
頂
・
血
脈
を
授
け

る
こ
と
が
眼
目
で
あ
る
。

『
引
導
作
法
』
の
基
礎

―
得
度
・
灌
頂
儀
礼
と
し
て

　

真
言
宗
に
お
け
る
引
導
法
の
目
的
は
「
即
身
成
仏
」
で
あ
り
、
そ
の
目
的
に
向
か
っ
て
受
戒
作
僧
、
伝
法
灌
頂
を
模
し
て
作
法
の
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ユ
ニ
ッ
ト
が
構
成
さ
れ
、
亡
者
を
引
導
し
成
仏
さ
せ
る
一
連
の
儀
式
が
成
立
し
て
い
る
。
灌
頂
儀
礼
に
模
し
て
い
る
と
は
い
え
、
灌

頂
儀
礼
は
三
昧
耶
戒
・
初
夜
・
後
夜
作
法
と
い
う
複
雑
な
体
系
が
あ
り
、
引
導
法
の
構
成
は
灌
頂
儀
礼
の
骨
子
の
み
で
あ
る
。『
引

導
作
法
』
と
出
家
受
戒
作
法
・
伝
法
灌
頂
諸
作
法
の
対
応
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る（

（（
（

。

智
山
『
作
法
集
』『
引
導
作
法
』

対
応
す
る
諸
作
法

①
至
霊
前
取
香
呂

①
〜
⑤
ま
で
は
行
法
中
の
一
連
の
作
法
で
あ
る
。

「
出
家
受
戒
作
法
」
中
「
三
礼
・
如
来
唄
」

「
伝
法
灌
頂
作
法
」
中
「
誦
経
導
師
法
則
」

②
登
礼
盤
・
三
礼
・
如
来
唄

③
焼
香

④
塗
香

⑤
護
身
法

⑥
灑
浄

「
出
家
受
戒
作
法
」
中
「
洒
浄
」、「
三
昧
耶
戒
作
法
」
中
「
加
持
香
水
」

⑦
結
界
・
不
動
三
種
印
明

「
三
昧
耶
戒
」
中
「
慈
救
呪
」

　
　
　

・
降
三
世

「
三
昧
耶
戒
」
中
「
降
三
世
大
呪
」

⑧
懺
悔
文

「
出
家
受
戒
作
法
」
中
「
懺
悔
」

⑨
三
帰

「
出
家
受
戒
作
法
」
中
「
正
受
」

⑩
授
五
戒
（
或
八
戒
十
戒
）

「
出
家
受
戒
作
法
」
中
「
説
戒
相
」

⑪
持
戒
清
浄
大
事
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⑫
住
法
界
定
印

⑬
大
金
剛
輪
印
明

⑭
亡
者
五
大
加
持

⑮
頌
文

⑯
同
印　

五
字
明

⑰
金
剛
合
掌

⑱
発
菩
提
心
印

⑲
授
五
鈷

「
伝
法
灌
頂
作
法
」
中
「
小
壇
所
作
法
・
五
鈷
」

⑳
秘
印
明
・
金
剛
界
普
賢
三
昧
耶
印

　
　
　
　

・
胎
蔵
界
入
仏
三
昧
耶
印

㉑
伝
法
灌
頂
秘
印
・
金
剛
界
大
率
都
婆
印

「
伝
法
灌
頂
作
法
」
中
「
小
壇
所
作
法
・
印
可
」

　
　
　
　
　
　
　

・
胎
蔵
界
外
五
鈷
印

「
伝
法
灌
頂
作
法
」
中
「
小
壇
所
作
法
・
印
可
」

㉒
阿
闍
梨
位
印
（
印
相
は
三
部
阿
闍
梨
印
）

「
三
昧
耶
戒
」
中
「
阿
闍
梨
位
印
明
」（
印
相
は
五
部
印
）

㉓
第
二
重
秘
印
明

㉔
第
三
重
秘
印
明

㉕
瑜
祇
秘
印
明

㉖
授
血
脈

「
三
昧
耶
戒
」
中
「
阿
闍
梨
表
白
」
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㉗
弥
陀
印
明

㉘
地
蔵
尊
印
明

㉙
不
動
印

㉚
滅
悪
趣
尊
印
明

㉛
如
来
拳
印

㉜
光
明
真
言

㉝
撥
遣

行
法
中
の
一
連
の
作
法
で
あ
る
。

㉞
三
部
被
甲
等

㉟
下
礼
盤

―
『
引
導
作
法
』
は
一
座
行
法
の
形
式
を
と
る
が
、
作
法
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
「
出
家
受
戒
作
法
」
や
「
伝
法
灌
頂
作
法
」
に
基
づ
く

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
行
法
中
の
一
連
の
作
法
、
三
礼
・
如
来
唄
、
灑
浄
は
、「
出
家
受
戒
作
法
」
と
「
伝
法
灌
頂
作
法
」
の
双
方

に
見
ら
れ
、
懺
悔
文
、
三
帰
、
授
戒
は
「
出
家
受
戒
作
法
」
に
見
ら
れ
る
。
授
戒
ま
で
の
前
半
部
分
の
諸
作
法
は
「
出
家
授
戒
作
法
」

に
則
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
僧
と
し
て
の
修
行
が
生
前
に
は
か
な
わ
な
い
者
の
た
め
に
、「
没
後
作
僧
」
を
行
な
い
、
得
度
授

戒
さ
せ
て
、
灌
頂
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
亡
者
は
即
身
成
仏
し
て
、
僧
・
仏
子
・
仏
と
な
り
、
生
者
を
見
守
る
存
在
と
な
る
の
で

あ
る
。

　

右
表
の
対
応
す
る
諸
作
法
の
う
ち
、
と
く
に
「
伝
法
灌
頂
作
法
」
に
お
い
て
特
徴
的
な
作
法
は
、
授
五
鈷
、
伝
法
灌
頂
秘
印
、
授

血
脈
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
血
脈
・
秘
印
に
つ
い
て
『
諸
大
事
口
決
』
が
端
的
に
解
説
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。
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△
次
に
血
脈
・
秘
印
明
等
、
之
を
授
く

　

血
脈
は
輙た
や
すく

人
に
授
け
難
き
事
な
り
。
是
れ
一
流
の
法
流
の
血
脈
な
る
故
に
、
法
流
一
流
を
相
伝
せ
ざ
る
人
に
血
脈
の
伝
持

有
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
法
流
を
伝
受
し
た
る
人
、
伝
え
る
所
の
血
脈
を
用
い
て
、
我
が
実
名
の
次
に
亡
者
の
戒
名
を
入
れ
、
之

を
唱
え
授
く
べ
し
。
若
し
法
流
を
伝
授
せ
ざ
る
人
な
ら
ば
、
伝
法
灌
頂
を
受
け
し
時
、
阿
闍
梨
に
従
っ
て
伝
授
す
る
所
の
紹
文

に
依
っ
て
、
我
が
実
名
の
次
に
亡
者
の
戒
名
を
入
れ
て
唱
え
授
く
べ
し
。
凡
そ
血
脈
を
授
く
る
事
は
師
資
累
代
し
て
、
秘
密
印

璽
を
相
承
す
る
な
り
。
付
法
血
脈
の
人
は
皆
な
是
れ
即
身
成
仏
の
人
な
る
故
に
、
今
、
引
導
す
る
所
の
亡
者
も
既
に
秘
密
の
印

璽
を
伝
授
す
る
故
に
即
身
成
仏
の
人
数
に
列
す
る
な
り
。
此
の
観
念
に
住
し
て
唱
え
授
く
べ
し
。（

（（
（

―
真
言
宗
の
引
導
法
は
、
亡
者
に
秘
印
明
を
授
け
て
成
仏
さ
せ
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
導
師
は
す
で
に
伝
法
灌
頂
に
お
い
て
秘
印

明
を
授
か
り
、
血
脈
を
受
け
、
即
身
成
仏
し
た
阿
闍
梨
で
あ
り
、
亡
者
は
そ
の
秘
密
印
璽
を
継
承
す
る
弟
子
で
あ
る
。
葬
儀
と
い
う

人
生
終
局
の
厳
粛
な
る
場
面
に
お
い
て
、
得
度
と
灌
頂
と
い
う
荘
厳
な
る
儀
式
が
再
現
さ
れ
、
阿
闍
梨
た
る
導
師
は
自
ら
受
け
た
血

脈
と
秘
印
明
を
、
弟
子
た
る
亡
者
へ
と
伝
授
す
る
。『
諸
大
事
口
決
』
は
、
大
日
如
来
か
ら
連
綿
と
相
承
さ
れ
て
き
た
真
言
の
付
法

の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
を
「
即
身
成
仏
の
人
数
に
列
す
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
葬
儀
に
お
い
て
導
師
は
、
亡
者
も
ま
た
真
言
宗
の

系
譜
に
列
な
っ
て
即
身
成
仏
す
る
存
在
で
あ
る
と
観
念
し
て
、
秘
印
明
・
血
脈
を
あ
た
か
も
現
前
に
生
け
る
が
ご
と
く
亡
者
に
唱
え

て
授
け
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

『
引
導
作
法
』
の
出
典
か
ら
み
る
基
盤
思
想

『
引
導
作
法
』
は
、
種
々
の
経
典
・
儀
軌
・
次
第
か
ら
引
導
に
適
し
た
経
文
・
真
言
を
抜
き
出
し
て
構
成
・
編
集
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
『
引
導
作
法
』
の
引
用
典
籍
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
よ
う
。
す
で
に
『
智
山
の
真
言
』
シ
リ
ー
ズ
に
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
は
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そ
の
頁
数
と
項
目
名
を
記
し
て
お
く
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
引
導
作
法
』
項
目

出
典

①
普
礼
真
言

『
智
山
の
真
言
』
一
八
頁
《
普
礼
真
言
》

②
三
礼

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
蔵
九
・
四
三
〇
下
）

③
如
来
唄

『
勝
鬘
師
子
吼
一
乗
大
方
便
方
広
経
』（
大
正
蔵
一
二
・
二
一
七
上
）

⑤
護
身
法

『
智
山
の
真
言
』
一
九
頁
以
降

⑥
灑
浄

『
智
山
の
真
言
』
四
九
頁
《
軍
荼
利
明
王
》、『
智
山
の
真
言
②
』
三
一
頁
《
加
持
香
水
》

　

ら
ん
ば
ん
加
持

『
智
山
の
真
言
②
』
三
二
頁
《
覧
鑁
加
持
》

⑦
結
界
・
不
動
三
種
印
明

『
智
山
の
真
言
③
』
一
〇
三
頁
《
不
動
》、『
智
山
の
真
言
』
四
五
頁
《
不
動
明
王
慈
救
呪
》、『
智

山
の
真
言
③
』
二
六
頁
《
加
持
香
水
》

　
　
　

・
降
三
世

『
智
山
の
真
言
②
』
一
〇
〇
頁
《
降
三
世
》

⑧
懺
悔
文

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
蔵
一
〇
・
八
四
七
上
）

⑨
三
帰

『
智
山
の
真
言
②
』一
六
五
頁《
道
場
観（
本
尊
観
）》、『
智
山
の
真
言
③
』七
八
頁《
地
神
持
次
第
》

⑪
持
戒
清
浄
大
事

『
観
自
在
菩
薩
隨
心
呪
経
』（
大
正
蔵
二
〇
・
四
五
九
上
）、『
観
自
在
菩
薩
怛
嚩
多
唎
隨
心
陀
羅
尼

経
』（
大
正
蔵
二
〇
・
四
六
五
上
）

⑬
大
金
剛
輪
印
明

『
智
山
の
真
言
』
二
〇
〇
頁
《
大
金
剛
輪
陀
羅
尼
》、『
智
山
の
真
言
②
』
八
三
頁
《
大
金
剛
輪
》
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⑭
亡
者
五
大
加
持

『
大
日
経
』「
悉
地
出
現
品
」（
大
正
蔵
一
八
・
二
〇
中
）、「
秘
密
曼
荼
羅
品
」（
大
正
蔵

一
八
・
三
一
上
）、「
阿
闍
梨
真
実
智
品
」（
大
正
蔵
一
八
・
三
八
中
）、『
要
略
念
誦
経
』（
大
正

蔵
一
八
・
六
一
中
）、『
摂
大
軌
』（
大
正
蔵
一
八
・
八
三
下
、
九
〇
中
）、『
広
大
軌
』（
大
正

蔵
一
八
・
九
一
下
）、『
玄
法
軌
』（
大
正
蔵
一
八
・
一
一
〇
中
）、『
青
龍
寺
儀
軌
』（
大
正
蔵

一
八
・
一
四
六
中
）、『
胎
蔵
梵
字
次
第
』（
弘
全
二
・
二
五
一
）

⑮
頌
文
１
（
八
葉
白
蓮
…
）
『
金
剛
頂
経
瑜
伽
修
習
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法
』（
大
正
蔵
一
八
・
三
二
八
中
）、『
念
誦
結
護
法
普
通

諸
部
』（
大
正
蔵
一
八
・
九
〇
七
下
）、『
菩
提
心
論
』（
大
正
蔵
三
二
・
五
七
四
中
）

　

頌
文
２
（
不
捨
於
比
身
…
）
『
大
日
経
』「
悉
地
出
現
品
」（
大
正
蔵
一
八
・
二
一
上
）

⑯
同
印　

五
字
明

『
智
山
の
真
言
』
四
一
頁
《
胎
蔵
大
日
如
来
》、『
智
山
の
真
言
②
』
二
九
四
頁
《
胎
蔵
界
大
日
》、

『
智
山
の
真
言
③
』
九
四
頁
《
満
足
一
切
智
々
印
》

⑰
金
剛
合
掌

『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』（
大
正
蔵
一
九
・
五
七
〇
下
）

⑱
発
菩
提
心
印

『
智
山
の
真
言
』
二
九
頁
《
発
菩
提
心
真
言
》、『
智
山
の
真
言
②
』
六
八
頁
《
発
菩
提
心
》、

一
二
二
頁
《
修
菩
提
心
》、『
智
山
の
真
言
③
』
四
四
頁
《
発
菩
提
心
方
便
》

⑲
授
五
鈷

『
摂
大
軌
』（
大
正
蔵
一
八
・
八
二
上
）、『
阿
闍
梨
大
曼
荼
攞
灌
頂
儀
軌
』（
大
正
蔵
一
八
・
一
九
一

中
）、『
金
剛
頂
経
』（
大
正
蔵
一
八
・
二
一
九
上
、
三
五
四
中
）、『
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
』

（
大
正
蔵
一
八
・
二
五
一
下
）

⑳
秘
印
明

　

・
金
剛
界
普
賢
三
昧
耶
印
『
智
山
の
真
言
』
三
〇
頁
《
三
昧
耶
戒
真
言
》・
二
〇
九
頁
《
普
賢
菩
薩
》、『
智
山
の
真
言
②
』

六
九
頁
《
三
昧
耶
戒
》・
九
七
頁
《
普
賢
三
昧
耶
》
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・
胎
蔵
界
入
仏
三
昧
耶
印
『
智
山
の
真
言
』
一
四
九
頁
《
入
仏
三
昧
耶
真
言
》、『
智
山
の
真
言
③
』
三
三
頁
《
入
仏
三
昧
耶

印
真
言
》

㉑
伝
法
灌
頂
秘
印

　

・
金
剛
界
大
率
都
婆
印

『
大
日
経
』（
大
正
蔵
一
八
・
二
三
下
、四
八
上
、四
九
中
）、『
要
略
念
誦
経
』（
大
正
蔵
一
八
・
五
七
中
、

五
九
中
、
六
一
中
、
六
三
上
）、『
摂
大
軌
』（
大
正
蔵
一
八
・
六
七
中
）、『
広
大
軌
』（
大
正
蔵

一
八
・
九
二
下
）

　

・
胎
蔵
界
外
五
鈷
印

前
項
⑯
《
五
字
明
》
参
照

㉒
阿
闍
梨
位
印

『
金
剛
峯
樓
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（
大
正
蔵
一
八
・
二
五
六
上
）

㉗
弥
陀
印
明

『
智
山
の
真
言
』
一
九
二
頁
《
弥
陀
大
呪
》

㉘
地
蔵
尊
印
明

『
智
山
の
真
言
』
六
四
頁
《
地
蔵
菩
薩
》、『
智
山
の
真
言
③
』
一
一
一
頁
《
地
蔵
菩
薩
》

㉙
不
動
印

前
項
⑦
《
結
界
》
参
照

㉚
滅
悪
趣
尊
印
明

『
大
日
経
』（
大
正
蔵
一
八
・
一
六
下
、二
七
中
）、『
摂
大
軌
』（
大
正
蔵
一
八
・
七
四
上
）、『
広
大
軌
』

（
大
正
蔵
一
八
・
一
〇
一
下
）、『
玄
法
軌
』（
大
正
蔵
一
八
・
一
一
七
上
、一
三
四
下
）、『
青
龍
寺
儀
軌
』

（
大
正
蔵
一
八
・
一
五
五
中
）、『
胎
蔵
梵
字
真
言
』（
大
正
蔵
一
八
・
一
七
〇
中
）、『
大
日
経
疏
』（
大

正
蔵
三
九
・
七
一
九
中
）

㉛
如
来
拳
印

『
智
山
の
真
言
』
一
九
頁
《
三
密
観
》、『
智
山
の
真
言
②
』
二
五
頁
《
三
密
観
》、『
智
山
の
真
言

③
』
二
二
頁
《
三
密
観
》

㉜
光
明
真
言

『
智
山
の
真
言
』
三
三
頁
《
光
明
真
言
》
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㉝
撥
遣

『
大
日
如
来
剣
印
』（
大
正
蔵
一
八
・
一
九
六
上
、
二
〇
〇
下
）、『
諸
仏
境
界
摂
真
実
経
』（
大

正
蔵
一
八
・
二
八
四
中
）、『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』（
大
正
蔵

一
八
・
三
二
二
上
）、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
法
』（
大
正
蔵
一
九
・
三
六
八
上
）、『
慈
氏
菩

薩
略
修
愈
誐
念
誦
法
』（
大
正
蔵
二
〇
・
五
九
四
中
）、『
無
量
寿
仏
化
身
大
忿
迅
倶
摩
羅
金
剛
念

誦
瑜
伽
儀
軌
法
』（
大
正
蔵
二
一
・
一
三
二
下
）、『
大
黒
天
神
法
』（
大
正
蔵
二
一
・
三
五
七
中
）、『
施

諸
餓
鬼
飲
食
及
水
法
』（
大
正
蔵
二
一
・
四
六
八
上
）、『
瑜
伽
集
要
救
阿
難
陀
羅
尼
焔
口
軌
儀
経
』

（
大
正
蔵
二
一
・
四
七
二
上
）

㉞
三
部
被
甲
等

『
智
山
の
真
言
』
二
二
頁
以
下

―
以
上
、『
引
導
作
法
』
に
お
け
る
出
典
を
網
羅
的
に
列
挙
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
、
出
典
多
数
の
場
合
は
一
項
目
に
つ
き
二

つ
の
典
拠
ま
で
絞
っ
た
う
え
で
、
そ
の
出
典
を
上
位
順
に
並
べ
れ
ば
次
頁
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
文
献
を
も
っ
て
『
引
導
作
法
』
の
出
典
を
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
は
江
戸
期
の
智
山
の
学
匠
が
、
智
山
に

お
け
る
引
導
法
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
て
、
そ
の
編
集
に
際
し
て
参
照
し
た
文
献
群
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。『
引
導
作
法
』
の

出
典
の
過
半
数
が
『
大
日
経
』、『
金
剛
頂
経
』、
及
び
そ
の
供
養
儀
軌
類
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。『
引
導
作
法
』
が
「
伝
法
灌

頂
作
法
」
を
模
し
て
い
る
と
さ
れ
る
通
り
、
大
部
分
が
両
部
大
経
を
本
拠
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
引
導
作
法
』

の
基
盤
思
想
は
、
両
部
大
経
を
中
心
と
し
て
、『
華
厳
経
』、『
勝
鬘
経
』
と
い
う
大
乗
経
典
、
種
々
の
密
教
経
典
・
儀
軌
・
論
書
の

核
心
部
分
を
ま
と
め
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。



『大日経』
26％

『金剛頂経』
19％

『大日如来剣印』７％『華厳経』５％

『金剛頂瑜伽中略
出念誦経』５％

『蘇悉地羯羅
供養法』５％

『十八契印』５％

『摂大軌』５％

『玄法軌』５％

『勝鬘経』２％

『毘盧遮那
三摩地法』２％

『金剛峯樓閣一切
瑜伽瑜祇経』２％

『蓮華部念誦法門』２％
『観自在菩薩隨心呪経』２％

『不空羂索神変真言経』２％『菩提心論』２％

『守護国界主陀羅尼経』２％

『無量寿如来観行供養儀軌』２％

『
引
導
作
法
』
の
出
典
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『
大
日
経
』
…
①
⑥
⑦
⑭
⑮
⑱
⑳
㉑
㉘
㉙
㉚

『
金
剛
頂
経
』
…
①
⑥
⑦
⑱
⑲
⑳
㉙
㉝

『
大
日
如
来
剣
印
』
…
⑥
⑬
㉝

『
華
厳
経
』
…
②
⑧

『
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
』
…
⑤
㉛

『
蘇
悉
地
羯
羅
供
養
法
』
…
⑤
㉞

『
十
八
契
印
』
…
⑤
㉞

『
摂
大
軌
』
…
⑯
⑲

『
玄
法
軌
』
…
⑦
⑨

『
勝
鬘
経
』
…
③

『
蓮
華
部
念
誦
法
門
』
…
⑥

『
観
自
在
菩
薩
隨
心
呪
経
』
…
⑪

『
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法
』
…
⑮

『
菩
提
心
論
』
…
⑮

『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』
…
⑰

『
金
剛
峯
樓
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』
…
㉒

『
無
量
寿
如
来
観
行
供
養
儀
軌
』
…
㉗

『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
…
㉜
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ま
と
め

　

真
言
宗
に
お
け
る
引
導
法
、
そ
の
資
料
と
成
り
立
ち
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
高
野
・
豊
山
・
智
山
の
三
者
の
引
導
法
を
比
較
対
照

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
言
宗
の
引
導
法
は
三
様
で
あ
る
が
、
そ
の
骨
子
は
、
い
ず
れ
も
亡
者
に
秘
印
明
を
授
け
て
即
身
成
仏
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

『
引
導
作
法
』
の
基
礎
は
、
得
度
・
灌
頂
儀
礼
の
諸
作
法
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
範
を
得
て
い
る
。
灌
頂
儀
礼
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、

『
引
導
作
法
』
で
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
る
血
脈
と
秘
印
明
は
、
阿
闍
梨
か
ら
弟
子
、
導
師
か
ら
亡
者
へ
と
継
承
さ
れ
る
即
身
成
仏
の

秘
密
の
印
璽
で
あ
り
、
導
師
は
亡
者
が
即
身
成
仏
す
る
の
だ
と
い
う
確
か
な
信
念
を
も
つ
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の

注
釈
書
で
主
張
さ
れ
て
い
た
。

「
も
と
よ
り
引
導
法
の
経
軌
と
い
う
も
の
は
な
い
」（

（（
（

の
で
は
あ
る
が
、
依
る
べ
き
典
拠
が
な
い
の
で
は
な
く
、『
引
導
作
法
』
の
印
明
・

経
文
の
出
典
傾
向
を
伺
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
基
盤
思
想
が
両
部
大
経
を
中
心
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
理
解
で
き

た
と
思
う
。

　

さ
ら
に
『
引
導
作
法
』
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
注
釈
書
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
引
導
作
法
』
に
お
い
て
重

要
な
鍵
語
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
生
仏
不
二
」
と
い
う
観
念
で
あ
る
が
、
す
で
に
紙
幅
が
尽
き
た
の
で
、
ま
た
稿
を
改
め
て
論
じ
た

い
。
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基
本
資
料

・
覚
鑁
（
一
〇
九
五

一
一
四
三

）『
引
導
大
事
（
引
導
秘
法
）』『
興
教
大
師
全
集
』（
下
）
宝

仙
寺
、
昭
和
十
年

・
覚
鑁
『
引
導
次
第
』『
興
教
大
師
全
集
』（
一
巻
本
）
加
持
世
界
社
、
明
治

四
二
年

・
総
本
山
智
積
院
『
作
法
集
』
昭
和
三
一
年
（
昭
和
五
四
年
改
訂
四
版
）

・
総
本
山
智
積
院
『
出
家
受
戒
作
法
』
昭
和
五
二
年

・
総
本
山
智
積
院
『
伝
法
灌
頂
諸
法
集
』
昭
和
四
六
年
（
平
成
一
六
年
改
訂

六
版
）

・
智
興
（
一
六
六
一

一
七
二
八

）『
引
導
作
法
』
智
山
書
庫
・
二
七
棚
三
五
箱
一
番
、
玄
瑜

（
一
七
五
六

一
八
二
六

）
本

・
動
潮
（
一
七
〇
九

一
七
九
五

）
伝
『
諸
切
紙
口
決
』『
智
山
全
書
』
第
九
巻
、
智
山
全
書

刊
行
会
、
昭
和
四
十
年

・
南
山
乞
士
不
可
停
（
貞
享
三
年

一
六
八
六

）『
福
田
殖
種
纂
要
』「
第
八
・
引
導
作
法
部
」

所
収
「
十
六
・
引
導
作
法
」。
智
山
書
庫
・
二
三
棚
七
箱
四
番

・
隆
誉
（
一
六
五
三

一
七
一
一

）『
諸
大
事
十
結
』
宮
野
宥
智
校
訂
『
加
持
祈
祷
真
言
秘
密

諸
大
事
全
集
』
松
本
日
進
堂
、
昭
和
二
年
（
昭
和
四
一
年
第
六
版
）

・
隆
誉
『
諸
大
事
口
決
』
智
山
書
庫
・
二
七
棚
二
八
箱
一
九
番

※
総
本
山
智
積
院
御
内
局
の
配
慮
に
よ
り
、
智
山
書
庫
の
資
料
に
つ
い
て
は

別
院
真
福
寺
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

こ
に
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

参
考
文
献

・
上
田
霊
城
［
一
九
九
〇
］『
改
訂
真
言
密
教
事
相
概
説
―
諸
尊
法
・
灌
頂

部
―
〔
下
〕』（
二
〇
〇
八
年
改
訂
第
一
版
）

・
小
宮
俊
海
［
二
〇
一
七
］「『
作
法
集
』
の
成
立
の
経
緯
」『
現
代
密
教
』

第
二
八
号

・
佐
藤
隆
彦
［
二
〇
一
五
］「
引
導
作
法
の
研
究
」『
葬
儀
の
意
義
』
高
野
山

真
言
宗
布
教
研
究
所

・
高
井
観
海
［
一
九
五
三
］『
密
教
事
相
大
系
』
藤
井
佐
兵
衛

・
田
中
悠
文
［
二
〇
〇
一
］「『
作
法
集
』
を
点
検
す
る
㈤
―
葬
送
を
め
ぐ
る

諸
作
法
①
―
」『
智
山
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
一
五
号
、「『
作
法
集
』
を
点
検

す
る
㈥
承
前
」『
智
山
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
一
六
号
、「『
作
法
集
』
を
点
検

す
る
㈦
―
葬
送
を
め
ぐ
る
諸
作
法
②
〜
『
引
導
作
法
』
に
つ
い
て
―
」『
智

山
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
一
七
号

・
智
山
伝
法
院
［
二
〇
一
〇
］『
智
山
の
真
言
―
常
用
経
典
に
お
け
る
真
言

の
解
説
―
』
智
山
伝
法
院
選
書
一
五
、［
二
〇
一
二
］『
智
山
の
真
言
②
―

金
剛
界
念
誦
次
第
に
お
け
る
真
言
の
解
説
―
』
智
山
伝
法
院
選
書
一
六
、

［
二
〇
一
五
］『
智
山
の
真
言
③
―
胎
蔵
界
念
誦
次
第
に
お
け
る
真
言
の
解

説
―
』
智
山
伝
法
院
選
書
一
七

・
東
京
多
摩
教
区
智
山
青
年
会
［
二
〇
〇
九
］『
一
座
勤
修　

滅
罪
儀
礼
に

関
す
る
勉
強
会
の
聴
書
集
―
葬
送
儀
礼
「
幸
心
秘
密
引
導
作
法
」
を
中
心

に
―
』

・
栂
尾
祥
雲
［
一
九
一
二
］「
引
導
法
の
研
究
」
㈠
『
六
大
新
報
』
第
四
六

〇
号
、
㈡
同
、
第
四
六
一
号
、
㈢
同
、
第
四
六
二
号

・
布
施
浄
慧
「
作
法
集
の
研
究
」『
仏
教
文
化
論
集
』
川
崎
大
師
教
学
研
究

所
紀
要
㈠
一
九
七
五
、
㈡
一
九
七
七
、
㈢
一
九
八
一

・
布
施
浄
慧
［
二
〇
一
二
］『
作
法
集
伝
授
会 

伝
授
録
』
智
山
青
年
連
合
会
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※
基
本
資
料
・
参
考
文
献
の
書
き
下
し
に
あ
た
っ
て
は
現
行
通
用
の
字
体
に

改
め
現
代
仮
名
遣
い
と
し
た
。
ま
た
異
体
字
・
略
字
・
訓
点
も
適
宜
改
め

た
。

註（
１
）「
葬
式
仏
教
」
に
関
す
る
先
行
研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、

古
く
は
圭
室
諦
成
『
葬
式
仏
教
』
大
法
輪
閣
、
一
九
六
三
が
あ
る
。

松
尾
剛
次
『
葬
式
仏
教
の
誕
生
』
平
凡
社
、
二
〇
一
一
。
智
山
勧
学

会
編
『
近
世
の
仏
教　

新
義
真
言
を
中
心
と
し
て
』
青
史
出
版
、
二

〇
一
一
、
智
山
勧
学
会
編
『
葬
送
儀
礼
と
現
代
社
会
』
青
史
出
版
、

二
〇
一
七
を
参
照
。

（
２
）
上
田
霊
城
［
一
九
九
〇
］
四
七
七
頁

（
３
）
同
書
四
七
七
〜
四
七
八
頁

（
４
）
佐
藤
隆
彦
［
二
〇
一
五
］
一
四
八
頁

（
５
）
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）、
文
政
四
年
（
一

八
二
一
）、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
触
書
で
葬
礼
仏
事
の
華
美

を
禁
止
し
て
い
る
。

（
６
）『
葬
送
儀
礼
と
現
代
社
会
』
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
各
宗
の
引
導
法
・

葬
儀
式
の
起
源
は
曖
昧
で
、
お
そ
ら
く
は
江
戸
中
・
後
期
以
降
に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
法
式
を
、
近
代
以
降
に
整
理
し
制
定
し
た

と
い
う
経
緯
を
持
つ
。
天
台
宗
『
天
台
常
用
法
儀
集
』（
一
九
五
八
）、

浄
土
宗
『
浄
土
法
要
集
』（
原
型
は
『
蓮
門
六
時
勤
行
式
』
一
八
五

七
年
を
基
本
と
し
て
成
立
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
）、
曹
洞
宗
『
曹

洞
宗
行
持
軌
範
』（
一
九
六
六
、
こ
れ
は
『
洞
上
行
持
軌
範
』
一
八

八
九
年
発
行
に
基
づ
く
）、
日
蓮
宗
『
宗
定
日
蓮
宗
法
要
式
』（
一
九

五
一
）

（
７
）
小
宮
俊
海
［
二
〇
一
七
］。
ま
た
引
導
作
法
に
関
す
る
研
究
論
文
と

し
て
事
相
研
究
室
編
「『
引
導
作
法
』
に
み
る
密
教
儀
礼
の
習
俗
化
」

『
現
代
密
教
』
第
六
号
（
一
九
九
三
）

（
８
）
総
本
山
智
積
院
『
作
法
集
』（
上
）
所
収
。
智
山
書
庫
所
蔵
写
本
に

一
本
あ
る
。『
引
導
作
法
』（
智
山
書
庫
・
二
七
棚
三
五
箱
一
番
）

（
９
）
智
興
…
智
山
第
十
四
世
。
字
は
法
音
。
俗
姓
は
雨
森
氏
。
在
任
は
享

保
三
―
同
一
三
年
（
一
七
一
八

一
七
二
八

）。

（
10
）
智
豊
両
山
の
留
学
僧
の
中
に
は
種
々
の
事
情
に
よ
っ
て
中
途
下
国
す

る
者
（
中
下
り
・
中
上
り
）
が
あ
っ
た
。
当
初
、
帰
国
中
は
在
山
年

数
に
加
え
な
か
っ
た
が
、
元
禄
の
頃
か
ら
は
代
役
料
を
納
め
て
冬
報

恩
講
だ
け
出
仕
す
れ
ば
、
在
山
年
数
と
し
て
算
え
ら
れ
た
た
め
、
単

に
冬
報
恩
講
だ
け
出
仕
す
る
者
も
次
第
に
多
く
な
っ
て
く
る
と
い
う

弊
風
を
生
じ
た
。
智
興
は
豊
山
第
十
八
世
秀
慶
（
一
六
五
三

一
七
二
〇

）
と
協
議
し

て
、
中
下
り
の
者
も
本
山
に
代
役
料
を
納
め
て
田
舎
談
林
所
の
報
恩

講
に
出
仕
す
れ
ば
、
在
山
と
同
格
と
す
る
旨
を
発
令
し
て
、
代
役
料

と
い
う
便
法
を
是
認
し
た
。
田
舎
談
林
所
が
整
備
さ
れ
、
地
方
で
自

立
し
た
活
動
が
可
能
に
な
り
、
中
央
で
の
役
務
免
除
を
金
銭
的
条
件

つ
き
で
公
認
し
た
の
で
あ
る
。
智
興
が
智
積
院
に
登
嶺
し
た
延
宝
四

年
（
一
六
七
六
）
頃
か
ら
智
積
院
直
末
許
可
の
証
文
が
量
産
さ
れ
て

い
る
。
智
興
は
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
に
仁
和
寺
・
大
覚
寺
に
要

請
し
て
新
義
真
言
宗
僧
へ
の
色
衣
の
免
許
認
可
を
受
け
て
い
る
。
次

い
で
智
興
は
秀
慶
と
協
議
し
て
、
色
衣
に
関
す
る
法
令
（
色
衣
条
目
）
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（
15
）『
諸
大
事
十
結
』
第
九
結
に
は
『
引
導
大
事
二
通
』（『
引
導
秘
法
』）、『
臨

終
大
事
附
口
伝
』、『
自
心
引
導
大
事
』、『
為
亡
者
行
法
事
』、『
光
明
真

言
七
種
印
言
』、『
明
恵
上
人
七
種
印
口
伝
』、『
光
明
真
言
八
葉
印
口

伝
』、『
同
破
地
獄
曼
荼
羅
』、『
亡
者
曳
覆
曼
荼
羅
』、『
不
動
断
末
魔

大
事
』、『
入
魔
除
之
大
事
』、『
汚
穢
不
浄
除
二
通
』、『
墓
焼
留
大
事
』、

『
焼
分
之
大
事
』、『
亡
魂
来
留
大
事
』、『
墓
所
古
廟
移
』、『
葬
送
迹

払
作
法
』、『
率
都
婆
并
位
牌
草
案
』
を
収
め
る
。

（
16
）
本
表
は
石
井
祐
聖
真
言
宗
豊
山
派
事
相
研
究
所
所
長
が
平
成
三
十
年

二
月
十
六
日
に
別
院
真
福
寺
で
開
催
さ
れ
た
智
山
伝
法
院
特
別
講
習

会
「
真
言
宗
豊
山
派
に
お
け
る
『
作
法
集
』
〜
特
に
引
導
作
法
を
中

心
に
〜
」
に
お
い
て
配
布
さ
れ
た
資
料
「
智
山
派
『
作
法
集
』
と
豊

山
派
『
作
法
集
』
の
比
較
」
に
基
づ
き
、
高
野
山
の
引
導
法
を
加
え

て
表
と
し
て
示
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
17
）
高
野
『
引
導
略
作
法
』
は
大
師
御
相
承
『
引
導
作
法
（
広
）』
の
略

本
と
さ
れ
る
。
大
師
作
と
さ
れ
る
『
引
導
作
法
（
広
）』
の
全
文
と

解
説
は
『
真
言
宗
実
践
双
書
』
第
一
巻
、
大
蔵
舎
、
一
九
八
一
年
を

参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
『
福
田
殖
種
纂
要
』「
第
八
・
引
導
作
法
部
」

所
収
「
十
六
・
引
導
作
法
」

（
18
）『
福
田
殖
種
纂
要
』「
第
八
・
引
導
作
法
部
」
所
収
「
十
七
・
引
導
略

作
法
」

（
19
）
覚
鑁
『
引
導
次
第
』『
興
教
大
師
全
集
』
五
七
八
頁

（
20
）
中
野
達
慧
は
、『
御
影
供
導
師
表
白
』『
無
常
導
師
表
白
』『
引
導
次
第
』

に
つ
い
て
、「
此
三
部
は
声
明
集
に
今
大
師
作
と
あ
る
よ
り
、
之
れ

を
全
集
本
に
収
め
た
る
も
、
古
来
の
目
録
に
は
著
録
さ
れ
た
る
を
見

を
諸
国
に
発
布
し
た
（
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
『
智
山
年
表
［
近
世

篇
］』
二
〇
一
四
）。

（
11
）
高
井
観
海
［
一
九
五
三
］
九
七
〇
頁

（
12
）
覚
鑁
『
引
導
大
事
（
引
導
秘
法
）』『
興
教
大
師
全
集
』
九
〇
五
〜
九

〇
六
頁
。
覚
鑁
作
と
さ
れ
る
が
、
覚
鑁
著
作
目
録
に
は
な
く
、
そ
の

資
料
の
正
当
性
は
確
証
し
が
た
い
。
奥
書
に
は
「
建
長
二
年
九
月
十

八
日
法
性
寺
禅
定
禅
下
高
野
参
詣
之
時
於
御
宿
房
奉
授
之　

阿
闍
梨

道
範
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
ま
で
に
は
成

立
し
た
も
の
か
。
ま
た
『
五
十
通
諸
作
法
』
中
に
「
覚
鑁
上
人
引
導

大
事
」
と
し
て
収
録
さ
れ
る
（『
興
教
大
師
伝
記
史
料
全
集
第
二
編

史
料
』、
一
二
三
三
頁
）。

（
13
）『
秘
密
引
導
作
法
（
引
導
略
作
法
、
秘
密
引
導
略
作
法
）』。
動
潮
が

洞
泉
律
師
か
ら
相
伝
し
た
幸
心
相
承
の
引
導
作
法
で
あ
る
。
智
山
書

庫
に
も
何
本
か
所
蔵
す
る
（
智
山
書
庫
・
一
七
棚
一
八
箱
一
〇
番
、

一
九
棚
七
箱
一
六
番
、
二
七
棚
三
四
箱
一
番
、
三
一
棚
一
六
箱
三
五

番
な
ど
）

（
14
）
智
山
書
庫
所
蔵
の
引
導
法
と
し
て
管
見
で
あ
る
が
、
次
の
も
の
が
あ

る
。

①
『
真
言
宗
引
導
抄
』（
智
山
書
庫
・
一
七
棚
二
一
箱
四
八
番
）、
②

『
引
導
師
用
心
秘
事
』（
智
山
書
庫
・
二
九
棚
一
六
箱
三
番
）、
③
『
引

導
作
法
』（
智
山
書
庫
・
二
九
棚
一
六
箱
一
〇
番
）。
④
『
引
導
大
事
』

（
智
山
書
庫
・
二
九
棚
一
一
箱
九
番
）。
こ
れ
ら
は
現
行
の
『
引
導
作

法
』
と
は
系
統
が
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
所
伝
が
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。



現代密教　第29号

― 38 ―

ず
。
且
つ
其
他
に
て
今
大
師
の
御
作
と
確
む
可
き
文
献
に
も
接
せ
ず
、

又
造
語
等
よ
り
考
う
る
も
、
之
れ
を
今
大
師
作
と
す
る
に
は
尚
お
研

究
を
要
す
可
し
、
謹
て
君
子
の
示
教
を
待
つ
」
と
し
て
、
覚
鑁
の
目

録
に
見
ら
れ
な
い
点
、
覚
鑁
作
と
確
証
す
る
文
献
が
な
い
点
、
文
章

表
現
の
点
か
ら
考
え
て
覚
鑁
御
作
を
疑
っ
て
い
る
。
中
野
達
慧
「
興

教
大
師
御
撰
述
に
対
す
る
書
史
学
的
研
究　

講
式
・
表
白
・
願
文
・

密
観
に
関
し
て
」『
密
教
研
究
』
第
三
五
号
、
一
九
二
九
、
六
〇
頁

（
21
）
真
言
宗
豊
山
派
発
行
『
作
法
集
』
大
正
十
三
年
初
版
・
昭
和
二
年
版
・

昭
和
九
年
版
・
昭
和
四
八
年
版
・
昭
和
五
二
年
版
・
平
成
二
年
版
・

平
成
十
六
年
・
平
成
二
五
年
版
。
ま
た
類
本
に
豊
山
事
相
研
究
会
編

『
小
作
法
次
第
』
所
収
の
引
導
作
法
（
昭
和
三
二
年
）
が
あ
る
。

（
22
）
本
表
は
、
石
井
祐
聖
師
の
前
掲
資
料
（「
２　

伝
法
灌
頂
と
の
比
較
」

八
頁
〜
一
〇
頁
）
に
基
づ
き
、『
引
導
作
法
』
と
智
山
派
所
伝
の
「
出

家
受
戒
作
法
」
お
よ
び
「
伝
法
灌
頂
作
法
」
に
ほ
ぼ
相
応
す
る
項
目

と
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
23
）『
諸
大
事
口
決
』
第
九
結
『
引
導
大
事
』「
次
血
脈
秘
印
明
等
授
之
」

（
24
）
高
井
観
海
［
一
九
五
三
］
九
七
三
頁

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

作
法
集　

引
導
作
法　

葬
儀　

伝
法
灌
頂　

出
家
受
戒
作
法　

両
部
大
経


